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十

月

例

会

御

案
寺

○

御

案

内

日

 十
月

十

二
日

（
金

）

十

一
時

半

入

館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

講

題

平

成

三
十

年

版

『
防

衛

白

書

』

に

つ

い

て
ー
・

講

師

品

川

高

浩

防

衛

省

大

臣
官

房
企

画

評

価

課

長

◎

防

衛

省

は

、

毎

年

、

『
防

衛

白

書

』

を

発

表

し

て
お

り

、

昨

年

は

、

北

朝

鮮

が

長

距

離

弾

道

ミ

サ

イ

ル
を

連

続

発

射

し

、

対

応

し

、

一
触

即

発

の
様

相

が

あ

り

、

そ

れ

に
対

し

て
、

と

こ

ろ

が

、

今

年

に
入

っ
て
か

ら

、

ア

メ

リ

カ

と

北

朝

鮮

、

本

年

四

月

二

十

七

日

、

南

北

朝

鮮

の
国

境

・
板

門

店

に

て
、

大

統

領

が

米

中

を

取

り

持

つ
様

相

で
、

意

気

投

合

し

た

形

で
、

以

降

、

貿

易

戦

争

に
突

入

、

こ

う

し

て
、

東

ア
ジ

ア
情

勢

、

ろ

で
す

。

そ

こ

で
、

い
た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

、

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、

代 内

〔
平

成

三

十

年

・
通

算

第

三
七

九

回

〕

を

刷

新

す

る

会

 参議
院
議
員
会
館

一
階

一
〇

二
会
議
室

 

昨

年

も

九

月

六

日

に
、

御

解

説

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ア

メ

リ

カ

・
ト

ラ

ン
プ

政

権

も

、

こ
れ

に
厳

し

く

中

国

と

は

か

な

り

友

好

的

な

ム

ー
ド

が

あ

り

ま

し

た

。

中

国

と

の
関

係

は

大

き

く

変

わ

り

ま

し

た

。

即

ち

、

金

正

恩

委

員

長

と

文

在

寅

大

統

領

と

が

会

談

し

、

文

六

月

十

二

日

に

は

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

に

て
、

米

朝

首

脳

会

談

が

実

現

。

両

者

米

朝

間

に
は

友

好

ム

ー
ド

が

現

れ

て
お

り

、

反

面

、

米

中

間

は

関

税

を

掛

け

合

う

む

し

ろ
米

中

間

が

一
触

即

発

の
様

相

を

呈

し

て
お

り

ま

す

。

世

界

情

勢

が

変

化

し

て

い

る

折

か

ら

、

日
本

は

ど

う

対

応

す

る

か

難

し

い
と

こ

防

衛

省

か

ら

御

担

当

官

に
お

出

で

い
た

だ

き

、

今

年

の

『
防

衛

白

書

』

に

つ
い

て
御

解

説

を

（
清

原

記

）

非

会

員

五

千

円

。
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▽

十

月

十

日

（
水

）

ま

で

に

出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

◎

か直育 本 う 小 へ所 こ 地 者 い 世 内 が

らし成 経 しそ泉 の得 れ そ図 で たそ界 に ’世御
の ・ ’済 た し政 消 もまの ・あだ う中閉 ト界

経 学 イ を現 て権 費 増 です 統 る き しが じラ経報

済 び ノさ状 ’の が加 のべ 計 茨 たた振籠 ン済

改 直 べ ら分 茨七 増 し経 て を木 く折 り もプ は告

革 し1に 析 木十 え ’済 を駆 秀 ” 回 る大 ’
の ’シ発 だ秀三 ’就 回記 使行 お八 さ も統 数

あそ ヨ展 け行 力全 業復 す し内願月 れ の領 年

り しンさで 経月 体者 期 余 た 閣 い三 て で の前

方 て（せ は済 を 的数 は地 資府 に 日い は 一ま

にま技 るな財超 に も小 は料 参 出に るな アで

触 た術 た く政 えサ増 泉 な を事 た ’感 くメ は

れ ’革 め ’分 る1加 政 い配 官 と内が ’リ ’

ら世 新 に世析 だ ビ し権 の付 ・こ閣あ む カ ま

れ界 ） は界総 ろ スて ので し経 ろ府 り し ・ず

た にの ’経括 うへ い七 ’て済 ’が まろ フ ま

点 遅一 新 済担 の゚ る十要 ’財九rす ’アず

でれ層 しは当た 消 三゚ 点 実 政月 経 ア゚1の
’をの い ’官 だ 費個 力を に分十 済

大 と導 構 狩 の ’が人 月記 分 析九財

層 つ入 想 猟 おい増 消 です か 総 日政

勉 て ” ～話 ま加 費 あ と り括（ 白

強 いそ例農 で始 しも つ ’や担 水書

に るれ え業 感 ま て ’た ます 当） 』

な電 らば ～銘 つお品 がず く官 のを

り子 育 ’工 した り目 ’一 ’が当編
’決 成1業 た米 ’に近 景御 お団集

感裁 のT～ の 中 こは年気 解 越 体発

銘 のた か情 はのの変 の回説 し月刊

し活 め ら報 ’貿 ま化 統復 を く例 さ

ま用 のAと 茨 易 まが計 の くだ会 れ

し等 自1社 木 戦行 あ数現 だ さにた

た 々己（ 会秀 争 け る字状 さ り ’の
が゚ 啓人 進 行 にぼが を とい ’こで

必発工 化 参 は ” 見課 ま カの ’

要 ’知 し事留 本 通 る題 しラ白そ

（ だ学能 て官意 年 信 と一た フ書 の

清 ’校） きさが十 費 ’と ル゚ の解

原 と教へ たん必 二 や雇 題 な発説

記 こ育 のが が要 月外 用 し 写 行 を
）れ の人 ” だ に食 者 て 真責 ぜ

か見 材 日そ ぱ費 の ’ ・任 ひ

メ ス 進

リ ト展

力Lで

が 政 ’

世 策 日

界 が 本

の ’経

リ過 済

1去 の

ダ の 先

1ア 行

に メ き

甦 リ も

る 力 読

た に め

め 見 る

の ら も

政 れ の

策 た が

で ア あ
’メ り

い りま

ま カ し
’国 た

▽

「
時

代

を

刷

新

す

る

会

」

と

は

「
何

事

も

人

類

．
国

民

の

た

め

に
な

る

こ

と

は

、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に
取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で

、

昭

和

五

十

六

年

、

岸

信

介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

設

さ

れ

た

シ

ン
ク

タ

ン

ク

で
す

。

晩

年

の
岸

信

介

元

総

理

が

そ

う

で
あ

っ
た

よ

う

に
、

超

党

派

．
超

派

閥

で
、

真

に

国

を

憂

え

る

有

志

に

よ

っ
て
構

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ

れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い
ま

す

。

第

二

代

会

長

は

、

木

村

睦

男

元

参

議

院

議

長

、

第

三
代

会

長

が

櫻

内

義

雄

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

の
塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

は

、

九

十

歳

を

機

に
辞

任

。

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

。

そ

の
後

、

平

成

二

十

七

年

四

月

か

ら

、

第

六

代

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

、

前

外

務

副

大

臣

、

現

在

．
衆

議

院

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

委

員

会

副

委

員

長

が

就

任

し

て

お

り

ま

す

。

▽

事

務

局

電

話

（
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専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

典

子

、

高

津

優

介


